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１.当四半期決算に関する定性的情報

(１) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に、企業収益や雇用
情勢の改善が見られるなど、緩やかな回復基調が続きました。一方、海外においては、中国なら
びにアジア新興国経済の減速のほか、英国のＥＵ離脱問題が経済に与える悪影響も懸念されるな
ど、先行き不透明な状況が続いています。 

このようななか、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、精密化学品事業部門
が、販売数量の増加と価格修正効果により増収となったため、213 億 40 百万円と前年同期に比
べ 5 億 23 百万円、2.5%の増加となりました。損益につきましては、経常利益は 40 億 17 百万円
と前年同期に比べ 35 百万円、0.9%の減少となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は
27億 01百万円と前年同期に比べ 3億 11百万円、10.4%の減少となりました。 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

① 基礎化学品事業部門

か性ソーダは、販売数量の減少と販売価格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。
塩酸は、販売数量の減少により、前年同期に並べ減収となりました。 

塩素系有機製品につきましては、トリクロールエチレンおよびパークロールエチレンは、販
売数量の減少により、前年同期に比べ減収となりました。 
以上の結果、基礎化学品事業部門の売上高は、28億 29百万円となり、前年同期に比べ 3億

27百万円、10.4%の減少となりました。営業損益につきましては、原価改善効果により、営業
利益 62百万円となりました(前年同期は営業損失 34百万円)。 

② 精密化学品事業部門
半導体・液晶用特殊ガス類につきましては、三フッ化窒素は販売数量の減少と販売価格の低

下により、前年同期に比べ減収となりました。六フッ化タングステンは、販売数量の増加によ
り、前年同期に比べ増収となりました。電池材料の六フッ化リン酸リチウムは、販売数量の増
加と価格修正効果により、前年同期に比べ増収となりました。 

以上の結果、精密化学品事業部門の売上高は、153 億 17 百万円となり、前年同期に比べ 8
億 87 百万円、6.2%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 35 億 48 百万円
となり、前年同期に比べ 35百万円、1.0%の減少となりました。 

③ 鉄系事業部門
複写機・プリンターの現像剤用であるキャリヤーは、販売数量の減少により、前年同期に比

べ減収となりました。鉄酸化物は、着色剤の販売増加により、前年同期に比べ増収となりまし
た。 

以上の結果、鉄系事業部門の売上高は、12億 67百万円となり、前年同期に比べ 73百万円、
6.1%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 2 億 26 百万円となり、前年同
期に比べ 3百万円、1.7%の減少となりました。 

④ 商事事業部門
商事事業につきましては、化学工業薬品の販売減少により、前年同期に比べ減収となりまし

た。 
以上の結果、商事事業部門の売上高は、9億 39百万円となり、前年同期に比べ 1億 65百万

円、15.0%の減少となりました。営業損益につきましては、営業利益 79百万円となり、前年同
期に比べ 8百万円、11.9%の増加となりました。 

⑤ 設備事業部門
化学設備プラントおよび一般産業用プラント建設の売上高は、前年同期に比べ増収となりま

した。 
以上の結果、設備事業部門の売上高は、9 億 85 百万円となり、前年同期に比べ 55 百万円、

5.9%の増加となりました。営業損益につきましては、営業利益 1 億 93 百万円となり、前年同
期に比べ 1億 60百万円、493.3%の増加となりました。 
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(２) 財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の資産は、現金及び預金が減少した一方、棚卸資産や有形固定資

産が増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ 4億 51百万円増加し、534億 12百万円と

なりました。負債は、支払手形及び買掛金や流動負債のその他が増加した一方、未払法人税等や

借入金の減少などから 15億 58百万円減少し、253億 48百万円となりました。純資産は、為替換

算調整勘定や非支配株主持分が減少した一方、利益剰余金の増加などから 20億 09百万円増加し、

280億 64百万円となりました。自己資本比率は、前連結会計年度末の 46.7％から 50.6％となり

ました。 

(３) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年 3 月期の通期業績予想につきましては、平成 28 年 5 月 13 日付にて公表しました業
績予想を修正しております。詳しくは、別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知ら
せ」をご参照ください。 
なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項

(１) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。 

(２) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前当期純利
益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効
税率を乗じて計算しております。但し、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理
性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によって計算しております。 

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。 

(４) 追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 
「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年

３月 28日)を当第１四半期連結会計期間から適用しております。  
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,166 10,292

受取手形及び売掛金 11,084 10,880

商品及び製品 2,208 2,498

仕掛品 2,182 3,127

原材料及び貯蔵品 1,689 1,954

その他 1,698 1,627

貸倒引当金 △16 △15

流動資産合計 32,013 30,366

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,429 5,284

機械装置及び運搬具（純額） 4,388 4,720

その他（純額） 4,032 5,724

有形固定資産合計 13,850 15,729

無形固定資産 293 305

投資その他の資産

投資有価証券 5,587 5,657

その他 1,225 1,361

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 6,803 7,009

固定資産合計 20,947 23,045

資産合計 52,960 53,412
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,926 6,762

短期借入金 4,271 4,271

1年内返済予定の長期借入金 4,529 3,887

未払法人税等 2,054 1,333

役員賞与引当金 80 ―

その他 2,647 3,580

流動負債合計 19,509 19,834

固定負債

長期借入金 5,538 3,592

役員退職慰労引当金 104 108

退職給付に係る負債 1,496 1,555

その他 257 256

固定負債合計 7,396 5,513

負債合計 26,906 25,348

純資産の部

株主資本

資本金 2,877 2,877

資本剰余金 1,614 1,787

利益剰余金 18,943 21,415

自己株式 △10 △11

株主資本合計 23,424 26,068

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,233 1,271

為替換算調整勘定 206 △227

退職給付に係る調整累計額 △122 △93

その他の包括利益累計額合計 1,317 950

非支配株主持分 1,311 1,045

純資産合計 26,054 28,064

負債純資産合計 52,960 53,412
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 20,816 21,340

売上原価 13,862 14,081

売上総利益 6,954 7,258

販売費及び一般管理費 3,071 3,183

営業利益 3,882 4,075

営業外収益

受取利息 12 6

受取配当金 78 83

保険解約返戻金 99 ―

試作品等売却代 60 28

為替差益 24 ―

デリバティブ評価益 ― 54

その他 63 52

営業外収益合計 339 226

営業外費用

支払利息 131 84

為替差損 ― 178

その他 37 20

営業外費用合計 168 283

経常利益 4,053 4,017

特別損失

固定資産除却損 34 74

減損損失 16 ―

特別損失合計 51 74

税金等調整前四半期純利益 4,002 3,943

法人税等 918 1,143

四半期純利益 3,083 2,799

非支配株主に帰属する四半期純利益 70 97

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,013 2,701
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(四半期連結包括利益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 3,083 2,799

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △423 43

為替換算調整勘定 30 △471

退職給付に係る調整額 55 29

その他の包括利益合計 △338 △398

四半期包括利益 2,745 2,400

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,727 2,334

非支配株主に係る四半期包括利益 18 66
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 3,156 14,430 1,194 1,104 930 20,816 ― 20,816

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

568 93 49 1,884 557 3,152 △3,152 ―

計 3,724 14,523 1,243 2,988 1,488 23,968 △3,152 20,816

セグメント利益又は
損失(△)

△34 3,583 230 71 32 3,883 △1 3,882

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△1百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「精密化学品事業」において減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半

期連結累計期間においては16百万円であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２
基礎化学品

事業

精密化学品

事業
鉄系事業 商事事業 設備事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 2,829 15,317 1,267 939 985 21,340 ― 21,340

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

530 69 39 1,759 1,103 3,502 △3,502 ―

計 3,359 15,387 1,307 2,698 2,088 24,843 △3,502 21,340

セグメント利益 62 3,548 226 79 193 4,110 △35 4,075

(注) １．セグメント利益の調整額△35百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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